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主論文 

The critical cutoff point of the Zurich Claudication Questionnaire and the Japanese Orthopaedic 

Association score indicating locomotive syndrome in patients with lumbar spinal canal stenosis 

 

腰部脊柱管狭窄症において、Zurich Claudication Questionnaire と Japanese Orthopaedic 

Association score に、ロコモティブシンドロームを示すカットオフ値が存在する 
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論文審査の要旨 

 

 本研究は高齢者の一般的整形外科疾患である腰部脊柱管狭窄症（以下 LSS)について、

手術のタイミングを検討する目的で実施された研究である。日本整形外科学会より提唱

されたロコモティブシンドローム（ロコモ）の評価を LSS 患者にあてはめ、ロコモの視

点から治療のタイミングを検討している。その視点からの検討はこれまでになかったも

のであり、多くの脊椎外科医にとって役立つ結果であったと評価できる。 

 公聴会においては、すでに疾患特異的評価が確立された疾患においてあえて（非疾患

特異的な）ロコモ（度）をカットオフ値とする臨床的意義、カットオフ値の設定の方法

に改善の余地があるのではないかなどの質疑が行われ、問題はあるものの早期に LSS に

対して手術を施行することでロコモを回避できる可能性があるためメリットの方が大

きいとの回答があった。 

本研究の結果は、LSS に対する手術時期を決定する際に極めて有用なものであり、今

後本領域のさらなる発展に寄与するものと評価され、公聴会における質疑も適切であり

参考論文と合わせて学位を授与するに相応しい研究と考える。 
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以上、主論文に報告された研究成績は、参考論文とともに運動器再建医学の進歩に寄与

するところが大きいと認める。 
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